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1 はじめに

SNSは他ユーザとの交流や今話題の情報を入手する

ために日夜利用されている. しかし, 興味のある情報だ

からといって必ずしも今必要な情報とは限らない. 例

えば, 楽しみにしていたコンテンツの結果を知ってしま

う (ネタバレ)が挙げられる. ネタバレ情報は結果やそ

れに至る過程を知ってしまうとそのコンテンツの面白

さを減衰させてしまうことがあり, これからそのコン

テンツを楽しむユーザにとって大きなストレスとなり

うる.

また, SNSを利用するユーザの増加により, ネタバレ

情報が目に入りやすい環境になっている. 特に, スポー

ツ等の試合経過・結果は, 多くの人にとってその速報性

が重要であるので, 公式サイトやニュースサイトでも積

極的に発信される. そして, ユーザもその経過や結果か

ら様々な感想や考察等を発信されるので, 積極的にネタ

バレ情報が発信されている.

そこで本研究では, 積極的に発信されるスポーツ等の

ネタバレを除去することを目的とする. ユーザが今放

送している番組についてツイートする「実況」という

ものに積極的に発信されるネタバレの手がかりがない

かと考えた. Twitterでは, 番組に関連するハッシュタ

グをツイートに付加して「実況」を行うのが一般的で

ある. このようなツイート (以下「実況ツイート」)を

利用してネタバレ判別分類器を作成し, ネタバレなツ

イートの推定を試み, 提案手法の有効性を検証する.

2 関連研究

ネタバレを遮断することを目的をした研究は過去に

も幾つか行われている.

中村の研究 [1]では, ブラウザベースでフィルタリン

グを行いネタバレ情報を遮断する研究である. ネタバ
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レ情報の抽出は, オブジェクト名リストと正規表現辞書

を利用している. オブジェクト名リストには, 主に固有

名詞が入っておりチーム名及び選手名 (正式名称やニッ

クネームなど)から構成されている. 正規表現辞書には,

スポーツ等の試合に関する汎用性の高い単語や英数字,

オブジェクト名リストのオブジェクトをマッチさせる

正規表現が格納されている. このことからネタバレ情

報の検出はルールベースによるもので比較的シンプル

なものとなっている.

実況ツイートを利用した研究も幾つか行われている.

Jeonらの研究 [2]では, Twitter上でネタバレ情報を検

出するにあたって重要な 4つの要素「頻出人名」「頻出

動詞」「URLつきツイート」「ツイートの時制」を提唱

し, これらの要素を元に SVMで機械学習したモデルを

使い, 既存の機械学習モデルと比べた研究と比較した研

究である. 本研究では別の要素を追加し, 分類器の向上

を目指す.

内容が鮮明にわかる良いツイートを使って試合を要

約 [3]や, ユーザの属性 (応援しているチーム)に応じた

試合の要約 [4]などといったTwitterの実況ツイートに

関する研究も行われている. 本研究では, このような実

況ツイートは試合の内容が明らかにわかってしまうた

め遮断対象である.

Samuelらの研究 [5]では, 単語内に同じ文字が連続

しているものを利用して投稿者の強い感情を表す単語

を抽出する研究である. 実況ツイートでは, このような

投稿はよく見るので, 連続した文字を検知して分類器の

パラメータとして加える.

3 提案手法

ネタバレかどうかを分類するための SVMによる分

類器を作成し, 分類器を用いてネタバレの推定を行う.

3.1 データセット

2015年 7月に開催されたプロ野球オールスターゲー

ム第 2戦のTwitter上の実況ツイートをおよそ 5000件
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収集した. これらを手動でネタバレと非ネタバレとに

分類した. 分類の判断基準は, 得失点に関すること, 勝

敗, スコア速報, ニュース記事はネタバレ扱いとした.

チャンスを潰す, ヒットが出る, 凡退シーンは非ネタバ

レとした. その結果, ネタバレと非ネタバレの比率は

1:10であった. 不均衡データでは F値での評価が困難

なためネタバレ側のデータ数を 10倍に増やして実験を

行った.

3.2 ツイートのベクトル化

ツイートのテキストをベクトル化するため, 以下の前

処理を行った.

• URLやリプライ, 非公式リツイートの除去.

• 名詞以外の品詞は全て原型に直す.

• 英文字は全て半角小文字, 数字カナ感嘆符疑問符

は全て全角大文字に統一.

• 単語内に同じ文字が連続した記述を単一に置換.

例：「！！！！！！」→「！」.

• 単語の出現頻度が高い単語と低い単語は除去.

• Bag of Wordsによりベクトル化.

• 得られたBoWベクトルをLatent Semantic Index-

ing(LSI)により 2次元ベクトルに簡略化.

3.3 追加要素

上記のベクトルに以下の要素を追加し, SVMによる

機械学習を行った.

• URLの有無.

• ユーザの「興奮度」. 単語内の同じ文字が連続し

た文字をカウントしたもの.

• ツイートの勢い. 時間毎にツイート投稿頻度の分

速を計測したもの.

4 結果と考察

追加要素なしの分類器と追加要素ありの分類器でネ

タバレなツイートの推定を試みた結果, 各評価値は表 1

のようになった.

追加要素を加えると F値が良化し, 分類器が良くな

る結果が得られた. これらの要素は Twitter上のネタ

バレ検知においてに必要であると言える.

作成した分類器がネタバレ判別できなかった例とし

てスコア速報が挙げられる. 野球のスコア速報は「セ

0-0パ」,「セ 0 (1表) 0パ」等, いろいろな表現がある.

チーム名も「パ」,「全パ」等といろいろな表現ができ

表 1: 実験結果

追加要素なし precision recall f1-score

非ネタバレ 0.55 0.81 0.65

ネタバレ 0.65 0.33 0.44

avg/total 0.60 0.57 0.55

追加要素あり precision recall f1-score

非ネタバレ 0.77 0.73 0.75

ネタバレ 0.74 0.79 0.77

avg/total 0.76 0.76 0.76

る. なので, 表記揺れが激しいため, 正しく検知できな

かったとのではないかと推察される. 改善するには何

らかの手法で表現を統一する必要があると思われる.

5 まとめと今後の課題

本研究では, 実況ツイートを利用したネタバレ検知を

試み, URLの有無, 興奮度, 勢いのパラメータを付加し

て分類器が改善されるか検証した. 実況ツイートを利

用した分類器はネタバレ検知に有用であることが確認

できた.

今後の課題として, スコアに関するツイートをネタバ

レとして検知できるように改善する必要がある. チー

ム名やスコアを何らかの方法で表現を統一し検証した

いと考えている.

参考文献

[1] 中村聡史. ネタバレ防止ブラウザの実現.
WISS2010, 41-46, 2010.

[2] Jeon Sungho, Sungchul Kim, and Hwanjo Yu.
Don’t Be Spoiled by Your Friends: Spoiler Detec-
tion in TV Program Tweets. ICWSM-13, 2013.

[3] 久保光証, 笹野遼平, 高村大也, 奥村学.“良い実
況者”に着目した Twitter からのスポーツ速報
生成. 言語処理学会 第 19回年次大会 発表論文集,
138-141, 2013.

[4] 小林尊志, 野田雅文, 出口大輔, 高橋友和, 井手一
郎, 村瀬洋. Twitter の実況書き込みを利用したス
ポーツ映像の要約. 電子情報通信学会技術研究報
告, 165-169, 2011.

[5] Samuel Brody, Nicholas Diakopoulos.
Cooooooooooooooollllllllllllll!!!!!!!!!!!!!!: using
word lengthening to detect sentiment in mi-
croblogs. Proceedings of the 2011 Conference
on Empirical Methods in Natural Language
Processing, 562-570, 2011.

Copyright     2016 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.1-540

情報処理学会第78回全国大会


